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３
月
２８
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、

退
任
予
定
の
図
書
館
長
お
二
人
の

話
を
聞
く
座
談
会
を
開
催
し
ま
す 

 

会
場
へ
の
参
加
の
ほ
か
、 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
視
聴
も
可
能
で
す 

職
員
の
方
も
市
民
の
方
も 

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

 

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ

ム
（
立
川
駅
北
口
徒
歩
７
分
）
５
階
の

第
１
学
習
室
で
、
今
年
度
末
で
退
任
予

定
の
、
町
田
市
立
図
書
館
の
中
嶋
真

（
な
か
じ
ま
ま
こ
と
）
館
長
、
東
村
山

市
立
図
書
館
の
新
倉
敦
子
（
に
い
く
ら

あ
つ
こ
）
館
長
を
お
招
き
し
て
館
長
座

談
会
を
開
き
ま
す
。
多
摩
デ
ポ
理
事
で

元
西
東
京
市
図
書
館
長
の
中
川
が
司

会
と
聞
き
役
を
務
め
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
公
務
員
経
験
や
図
書

館
長
と
し
て
の
業
務
へ
の
関
わ
り
方
、

職
員
の
指
導
、
議
会
や
教
育
委
員
会
な

ど
へ
の
役
職
と
し
て
の
応
対
、
図
書
館 

         

へ
の
想
い
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

多
摩
地
域
の
図
書
館
活
動
を
振
り
返

る
ひ
と
と
き
を
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
で
届
け
ま
す
。 

     

▽
町
田
市
の
中
嶋
館
長 

市
民
課
や
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
で
は
介
護
保

険
の
準
備
に
関
わ
り
、
京
王
閣
競
輪

場
へ
の
出
向
の
後
、
市
民
文
学
館
長

を
経
て
令
和
２
年
度
か
ら
図
書
館

長
。
市
の
事
業
計
画
や
公
共
施
設
再

編
等
に
伴
う
図
書
館
事
業
の
あ
り

方
の
見
直
し
な
ど
に
注
力
さ
れ
て

来
ら
れ
た
。
南
北
朝
時
代
史
、
日
本

の
古
典
文
学
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ラ
ー

な
ど
に
詳
し
い
。 

▽
東
村
山
市
の
新
倉
館
長 

図
書
館
一
筋
。
平
成
29
年
度
か
ら
図

書
館
長
。
正
職
員
と
会
計
年
度
任
用 

職
員
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
っ
て
仕
事
が
で
き
る
組
織

を
目
指
し
て
こ
ら
れ
た
。
学
生
の
頃
か

ら
の
ジ
・
ア
ル
フ
ィ
ー
の
フ
ァ
ン
。 

 

図
書
館
長
と
い
う
立
場
の
経
験
は…

 
 

図
書
館
長
は
、
ど
う
い
う
立
場
で
し

ょ
う
？
図
書
館
内
は
、
係
長
や
職
員
と

い
う
職
階
の
他
に
、
司
書
資
格
者
や
一

般
行
政
職
員
が
混
在
す
る
組
織
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
仕

事
を
割
り
振
る
か
、
図
書
館
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
の
配
慮
や
、
運

営
上
で
目
指
し
た
こ
と
な
ど
、
経
験
し

た
こ
と
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
人

員
減
の
中
で
の
運
営
の
苦
労
や
そ
の

中
で
人
材
育
成
に
注
が
れ
た
目
標
な

ど
も
引
き
出
せ
た
ら…

。 

 

一
方
で
役
所
内
で
は
、
教
育
委
員
会

や
市
議
会
、
議
員
と
の
向
き
合
い
方
は
、

上
司
に
当
た
る
教
育
長
や
市
長
、
部
長

な
ど
か
ら
、
最
優
先
事
項
と
し
て
求
め

ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
対
外
的
に

は
図
書
館
代
表
と
し
て
終
始
前
向
き

な
態
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
考
え
て
き

た
こ
と
や
自
己
研
鑽
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
す
。 

 

図
書
館
長
協
議
会
で
、
取
り
ま
と
め
役

を
務
め
ら
れ
た…

 
 

お
二
人
の
共
通
点
は
、
多
摩
地
域
の

公
立
図
書
館
長
が
作
る
東
京
都
市
町

村
立
図
書
館
長
協
議
会
（
以
下
、
館
長

会
）
で
、
会
長
、
副
会
長
と
共
に
三
役

を
担
い
、
運
営
を
リ
ー
ド
す
る
事
務
局

長
を
２
年
間
さ
れ
た
こ
と
で
す
。 

館
長
会
に
は
下
部
組
織
に
、
各
館
職

員
が
参
加
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
研

究
会
、
三
多
摩
地
域
資
料
研
究
会
、
児

童
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
、
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
研
究
会
と
い
う
研
究
組
織
の
他
、
協

力
事
業
担
当
者
会
、
実
務
者
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。
各
々
が
２
年
交
替
で
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
役
員
を
出
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
館
長
会
は
、
三
役
と
こ

う
し
た
研
究
会
の
会
長
館
長
、
監
事

（
監
査
役
）
で
構
成
す
る
幹
事
会
が
、

全
体
を
取
り
仕
切
る
組
織
で
す
。 

中
で
事
務
局
長
は
、
三
役
会
や
幹
事

会
の
会
議
日
程
、
会
場
確
保
、
議
事
進

行
や
全
体
計
画
を
練
り
、
最
大
行
事
で

あ
る
多
摩
地
域
公
立
図
書
館
大
会
の

運
営
を
担
う
な
ど
、
仕
事
の
多
い
役
職

で
す
。
自
館
の
館
長
業
務
を
こ
な
し
な

が
ら
、
い
か
に
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い

た
の
か
。 

 

図
書
館
大
会
の
縮
小
と
今
後
の
動
き
が

注
目
さ
れ
る
・・・ 

 

多
摩
地
域
公
立
図
書
館
大
会
は
、
大

規
模
の
年
、
小
規
模
の
年
を
繰
り
返
し

な
が
ら
２０
年
近
く
続
き
ま
し
た
が
、
曲

が
り
角
に
来
た
そ
う
で
す
。 

多
摩
デ
ポ
通
信 

第
７４

号 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩 
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背
景
に
は
、
せ
っ
か
く
の
研
究
会
や

研
修
に
参
加
者
を
出
せ
な
い
各
館
の

多
忙
や
職
員
減
の
事
情
、
運
営
を
担
う

幹
事
や
三
役
を
出
し
に
く
い
状
況
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
中
、
誰
が
館
長
会
を
担
う
か
の

問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
単
に
多
忙
と

い
う
よ
り
、
こ
う
し
た
足
場
の
上
で
館

長
会
の
事
務
局
長
を
す
る
こ
と
が
大

変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話
せ
る

範
囲
で
、
考
え
て
い
た
こ
と
や
見
通
し

を
お
話
し
て
も
ら
え
れ
ば…

…

。 

そ
の
他
、
都
立
中
央
図
書
館
の
移
転

問
題
や
、
多
摩
デ
ポ
が
取
り
組
む
資
料

保
存
問
題
へ
の
ご
意
見
な
ど
も
。 

 図
書
館
で
の
仕
事
は
楽
し
か
っ
た
で
す

か
？ 

 

お
二
人
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う

な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
本
や
図
書
館
は
楽
し
い
世

界
で
す
が
、
そ
う
い
う
利
用
者
が
気
ま

ま
に
集
ま
る
施
設
を
守
り
、
育
て
る
お

仕
事
は
、
仕
事
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
？ 

胸
襟
を
開
い
た
図
書
館
へ
の
想
い
、

後
進
に
残
し
た
い
お
言
葉
な
ど
伺
い
、

参
加
者
が
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
有
意

義
な
時
間
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
職

員
の
方
、
他
の
館
長
の
方
も
、
ど
う
ぞ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

 

申
込
み
方
法 

 

会
場
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
入
口
で

参
加
費
５
０
０
円
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
は
無
料
で
す

が
、
ど
ち
ら
も
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

会
場
は
20
名
定
員
な
の
で
、
申
込
み
は

お
早
め
に
。 

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
入
っ
て
い
た
だ

く
と
会
場
参
加
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
を
選
択

で
き
ま
す
。
申
込
締
切

は
３
月
２５
日
。 

会
場
参
加
の
方
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
名
前
、
所
属
、
連
絡
先
の
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
上
、
３
月
２０
日
ま
で
に

送
信
く
だ
さ
い
。 

  

 

  

大
原
社
会
問
題
研
究
所 

＆ 

 
 
 

環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
見
学
会
） 

 

豊
富
な
資
料
を
所
蔵
す
る
大
原
社

会
問
題
研
究
所
と
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
は
、
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
が
行
っ
た
２
月
２
日
（
月
）

は
春
休
み
に
入
っ
た
日
で
し
た
が
、
丁

寧
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
１４
人
の
見

学
者
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
三
人
に

説
明
・
感
想
を
書
い
て
も
ら
え
た
の
で
、

ま
ず
そ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。 

 ▼ 

西
村
彩
枝
子 

研
究
所
に
つ
い
て
の
認
識
は
大
雑

把
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
期
待
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
い
た
だ
い
た
冊
子

で
、
そ
の
歴
史
を
見
て
み
ま
す
。 

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
岡
山
県

倉
敷
の
大
原
孫
三
郎
に
よ
っ
て
大
阪

に
研
究
所
が
創
立
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み

に
倉
敷
に
あ
る
大
原
美
術
館
も
孫
三

郎
に
よ
る
も
の
、
と
の
こ
と
。 

孫
三
郎
は
「
社
会
問
題
の
解
決
に
は

そ
の
根
本
的
な
調
査
・
研
究
が
必
要
」

と
考
え
、
研
究
所
を
創
立
し
た
と
い
い

ま
す
。
１
９
３
７
（
昭
和
１２
）
年
、
研

究
所
は
孫
三
郎
の
手
を
離
れ
、
規
模
を

縮
小
し
東
京
で
存
続
。
戦
後
、
１
９
４

９
（
昭
和
２４
）
年
に
法
政
大
学
の
付
属

機
関
、
１
９
５
１
（
昭
和
２６
）
年
に
財

団
法
人
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
と
な
り
、
現
在
の
組
織
の
形
に
至

り
ま
す
。 

そ
し
て
約
４０
年
前
の
１
９
８
６
（
昭

和
５１
）
年
、
大
学
の
経
済
学
部
、
社
会

学
部
が
市
ヶ
谷
か
ら
多
摩
に
移
転
す

る
の
に
伴
い
、
研
究
所
も
移
転
し
ま
し

た
。
住
所
と
し
て
は
町
田
市
で
す
。 

最
寄
り
駅
か
ら
バ
ス
で
１５
分
か
ら

２５
分
く
ら
い
か
か
り
、
少
し
不
便
な
場

所
で
す
が
、
周
囲
を
林
に
囲
ま
れ
た
気

持
ち
の
い
い
所
で
し
た
。
バ
ス
を
降
り
、

ゆ
る
い
坂
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
地

上
５
階
、
地
下
３
階
の
建
物
が
あ
っ
て
、

そ
こ
が
研
究
所
の
あ
る
棟
で
す
。 

５
階
に
は
研
究
室
、
事
務
室
、
閲
覧

室
、
貴
重
書
庫
、
作
業
室
な
ど
が
あ
り
、

事
務
室
前
で
ミ
ニ
展
示
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
５
階
の
会
議
室
で
事

前
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

所
蔵
資
料
は
、
社
会
労
働
問
題
関
係

の
原
資
料
を
中
心
に
、
和
書
、
洋
書
併

せ
て
図
書
約
２０
万
冊
、
雑
誌
は
過
去
に

収
集
さ
れ
た
も
の
約
１
９
，
０
０
０
タ

イ
ト
ル
、
現
在
継
続
中
の
和
洋
雑
誌
約

５
３
０
タ
イ
ト
ル
と
の
こ
と
で
す
（
案

内
冊
子
に
よ
る
）。 

研
究
所
の
刊
行
物
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
最
近
の
主
要
な
刊
行
物
は
「
日

第
４６
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

報
告 
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本
労
働
年
鑑
」
や
「
大
原
社
会
問
題
研

究
所
雑
誌
（
月
刊
）
」
で
す
。
「
年
鑑
」

は
創
刊
が
１
９
２
０
年
、
現
在
、
第
９４

集
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
日
本
で
最

も
長
い
歴
史
を
持
つ
年
鑑
で
す
。 

職
員
は
、
研
究
員
と
事
務
職
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
研
究
員
の
中
に
は
多
く

の
嘱
託
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
究
員

が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

説
明
の
後
、
地
下
３
階
の
広
大
な
電

動
式
集
密
書
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。
広

さ
は
１
，
９
０
０
㎡
を
越
え
る
と
の
こ

と
で
、
迷
子
に
な
り
そ
う
な
広
さ
で
し

た
。
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ

と
で
書
庫
が
確
保
で
き
、
多
く
の
資
料

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
今
で
は
ス
ペ
ー
ス
の

限
界
も
見
え
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
た
め
今
は
、
「
原
資
料
を
中
心
と
し

た
選
択
的
重
点
的
収
集
」
（
案
内
冊
子

に
よ
る
）
の
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
原

則
、
公
開
可
の
資
料
を
受
け
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
向
坂
逸
郎
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
と
い
う
膨
大
な
資
料
群
や

ポ
ス
タ
ー
の
現
物
も
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
隣
接
す
る
環
境
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
環
境
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
は
、
２
０
１
３
年
に
法
政
大

学
の
旧
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
教

育
機
構
か
ら
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
所
蔵
す
る
の
は

薬
害
、
環
境
問
題
、
原
子
力
問
題
、
市

民
運
動
な
ど
に
関
す
る
資
料
群
で
す
。

寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
資
料
は
段
ボ
ー
ル

約
８
５
０
箱
に
及
ぶ
と
い
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
整
理
資
料
が
多
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
か
つ
て
立
川
市
に
あ
っ
て

閉
鎖
さ
れ
た
都
立
多
摩
社
会
教
育
会

館
の
市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

が
収
集
し
た
市
民
活
動
関
連
の
資
料

も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
が
、
私

た
ち
の
た
め
に
書
庫
入
口
近
く
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
原
社
会
問
題
研
究
所
は
研
究
機

関
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
利
用
者
の
資

格
を
問
わ
な
い
貴
重
な
専
門
図
書
館

だ
と
思
い
ま
し
た
。
予
約
が
必
要
で
す

が
、
見
学
も
常
時
、
受
け
付
け
て
い
る

と
の
こ
と
。
開
か
れ
た
機
関
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。 
（
多
摩
デ
ポ
会
員
） 

 

▼ 

富
山 

勉 

研
究
所
の
歴
史
、
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
に
つ
い
て
内
容
の
濃
い
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
鈴
木
茂
三
郎
文
庫
（
鈴

木
茂
三
郎
は
、
社
会
党
の
二
代
委
員
長

に
し
て
理
論
的
柱
。
戦
後
日
本
の
ひ
と

つ
の
時
代
を
生
き
た
）
に
興
味
が
湧
き

ま
し
た
。
茂
三
郎
氏
は
、
た
ま
た
ま
我

が
家
の
菩
提
寺
の
墓
の
近
く
に
眠
ら

れ
て
お
り
、
息
子
の
高
校
の
大
先
輩
、

同
窓
で
も
あ
り
ま
す
。 

貴
重
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
事
が
で
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

（
会
員
外
の
市
民
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▼ 

山
口
真
理
子 

環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
収
容
さ
れ

て
い
る
の
は
、
①
薬
害
（
寄
贈
・
寄
託

さ
れ
た
ス
モ
ン
病
の
資
料
約
８
５
０

箱
を
含
む
）、
②
環
境
保
護
・
開
発
反
対

問
題
、
③
原
子
力
問
題
・
反
原
発
運
動
、

④
市
民
活
動
一
般
に
関
す
る
資
料
（
旧

都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館
に
あ
っ
た

市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
資

料
５
４
７
箱
分
を
含
む
）。 

書
庫
の
約
半
分
を
占
め
る
の
で
は

な
い
か
と
思
え
る
④
の
資
料
群
は
、
現

在
は
「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」
に
あ

る
分
も
含
め
、
か
つ
て
石
原
都
政
時
代

に
危
う
く
全
て
廃
棄
処
分
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
研
究
所
の
お
か
げ
で
散

逸
を
免
れ
ま
し
た
が
、
書
籍
や
雑
誌
な

ど
の
市
販
出
版
物
と
個
々
の
市
民
活

動
団
体
の
発
行
物
を
一
括
し
て
気
軽

に
利
用
で
き
た
市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
と
い
う
「
場
」
を
無
く
さ
れ

た
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
環
境
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ど
な
た
に
も
公
開
さ

れ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
、
資
料
が
利
用
さ
れ
る
の
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

私
が
属
す
る
「
ア
ン
テ
ィ
多
摩
」
と

「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」
で
は
、
環

境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
寄
贈
し
た
以
降

も
、
資
料
を
継
続
し
収
集
し
て
お
り
、

“
相
談
”
と
“
資
料
提
供
”
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
会
員
） 

 
 
 
 
 
 

 
 

多
摩
デ
ポ
講
座
の
チ
ラ
シ
は
、
い
つ

も
会
員
と
同
時
に
、
多
摩
地
域
の
全
公

共
図
書
館
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
今
回
は
、
会
員
外
の
図
書
館
員
の

申
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方

で
、
た
ま
た
ま
図
書
館
で
チ
ラ
シ
を
見

た
か
ら
、
と
申
込
ん
で
来
た
市
民
の
方

（
会
員
外
）
が
二
名
あ
り
、
そ
れ
は
嬉

し
い
こ
と
で
し
た
。
参
加
者
は
、
圧
倒

的
な
「
現
物
の
持
つ
力
」
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

研
究
所
は
学
外
者
の
利
用
が
可
能

で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
も
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
以
外
に
も
多
摩
に
は
、

様
々
な
「
現
物
」
を
所
蔵
す
る
図
書
館
・

資
料
室
・
博
物
館
・
郷
土
資
料
館
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
の
方
に
は
機
会

を
み
て
こ
れ
ら
の
施
設
に
行
き
、
原
資

料
に
ふ
れ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
日
々
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に

も
生
き
る 

こ
と
と 

思
い
ま
す
。 
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１ 

は 

じ 

め 

に 
 特

定
非
営
利
活
動
法
人
共
同
保
存

図
書
館 

・
多
摩
（
以
下
、
多
摩
デ
ポ
と

略
）
で
は
、
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書

館
の
県
域
内
市
町
村
立
図
書
館
へ
の
、

図
書
資
料
の
保
存
の
取
組
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
き
た
。 

最
初
は
２
０
２
１
年
度
の
実
績
と

資
料
収
集
基
準
・
計
画
・
方
針
等
を
『
多

摩
デ
ポ
通
信
』
第
６２
号
（
２
０
２
３
年

２
月
発
行
）
で
報
告
し
た
。
そ
れ
か
ら

毎
年
、
継
続
し
て
取
組
み
、
紙
面
で
発

表
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
都
度
、

日
本
図
書
館
協
会
資
料
保
存
委
員
会

発
行
の
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
料
保
存
』

に
転
載
さ
れ
て
き
た
。 

２
０
２
５
年
度
後
半
に
、
都
道
府
県

立
図
書
館
等
（
以
下
「
県
」
と
略
。
ま

た
各
都
府
県
・
図
書
館
の
表
記
は
略
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
、
方
針
、

計
画
等
や
２
０
２
４
年
度
の
実
績
等

を
調
べ
た
。
な
お
「
『
２
０
１
９
年
度

（
令
和
元
年
度
）
公
立
図
書
館
に
お
け

る
蔵
書
構
成
・
管
理
に
関
す
る
報
告
書
』

２
０
２
０
年 

全
国
公
共
図
書
館
協

議
会
」（
以
下
、『
全
公
図
報
告
書
』
と

略
）
も
参
考
に
し
た
。
こ
の
結
果
を
二

回
に
分
け
て
発
表
す
る
。 

今
号
は
〈
上
〉
と
し
て
、
取
組
を
行

っ
て
い
る
「
県
」
の
実
態
、
計
画
・
方

針
等
の
あ
る
「
県
」
に
つ
い
て
掲
載
し
、

次
号
で
は
、
東
京
都
を
含
む
新
館
計
画

の
あ
る
「
県
」
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
。 

 ２ 

取
組
を
行
っ
て
い
る
「
県
」 

 
こ
の
う
ち
『
全
公
図
報
告
書
』
で
取

組
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
た

の
は
埼
玉
、
富
山
、
愛
知
、
三
重
、
滋

賀
、
京
都
の
５
府
県
。
北
海
道
、
岡
山

は
、
報
告
書
や
計
画
に
拠
る
。 
 （

１
）
北
海
道 

北
海
道
は
、
「
北
海
道
立
図
書
館
資

料
収
集
方
針
」
、「
北
海
道
立
図
書
館
資

料
収
集
計
画
」
令
和
５
年(

２
０
２
３ 

年)

３
月
に
よ
る
と
、
令
和
５[

２
０
２

３]

年
度
か
ら
令
和
９[

２
０
２
７]

年

度
に
取
り
組
む
と
あ
る
。 

『
令
和
７
年
度
北
海
道
立
図
書
館

要
覧
』（
２
０
２
５
年
６
月
発
行
）
で
は
、

２
０
２
４
年
度
の
実
績
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。 

 

（
２
）
埼
玉 

２
０
０
６
年
の
「
埼
玉
県
公
共
図
書

館
等
に
お
け
る
資
料
保
存
に
関
す
る

協
定
」
に
よ
り
、
埼
玉
県
図
書
館
協
会

公
共
図
書
館
部
会
加
入
館
で
、「
県
」
が

埼
玉
版
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
総
合
目
録
か
ら
単

館
所
蔵
デ
ー
タ
を
県
域
内
に
周
知
し
、

各
館
で
分
担
保
存
を
行
っ
て
い
る
。 

『
令
和
７
年
度
要
覧
』
（
２
０
２
５

年
９
月
発
行
）
で
、
２
０
２
４
年
度
は
、

対
象
機
関 

１
１
２
（
館
・
機
関
・
県
立
）
、

対
象
冊
数 

５
３
３
，
１
７
３
冊
、（
２

０
２
３
年
度 

１
１
２
館
・
機
関
・
県
、

５
１
５
，
７
９
９
冊
）
ｐ
．
２２
。 

 （
３
）
富
山 

「
富
山
県
立
図
書
館
資
料
収
集
方

針
」
と
こ
れ
に
基
づ
く
「
富
山
県
立
図

書
館
資
料
セ
ン
タ
ー
運
用
規
程
」
に
よ

り
収
集
を
行
っ
て
い
る
。 

『
富
山
県
立
図
書
館
年
報 

令
和

７
年
版
（
令
和
６
年
度
実
績
）』（
２
０

２
５
年
６
月
発
行
）
で
、
資
料
保
存
の

た
め
の
図
書
館―

図
書
館
は
資
料
の

集
積
活
用
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
６
［
２

０
２
４]

年
度
資
料
収
集
の
概
況
で
「
寄

贈
図
書
に
は
、
町
立
上
市
図
書
館
、
砺

波
市
立
砺
波
図
書
館
、
滑
川
市
立
図
書

館
、
富
山
短
期
大
学
付
属
図
書
館
等
の

除
籍
図
書
４
７
５
冊
が
含
ま
れ
、
う
ち

１
９
６
冊
は
資
料
セ
ン
タ
ー
収
蔵
図

書
と
し
て
受
け
入
れ
た
」
ｐ
．
１３
。 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

（
４
）
愛
知 

『 

事
業
年
報
２
０
２
５
年
度
版

（
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
書
）
』（
２

０
２
５
年
１１
月
発
行)

で 

あ
い
ち
ラ

ス
ト
ワ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
０
１

４
年
開
始
）「
２
０
２
４
年
度
は
，
市
町

村
立
図
書
館
に
お
い
て
保
存
が
困
難

と
さ
れ
た
１
，
８
６
０
冊
の
希
少
図
書

の
県
図
書
館
へ
の
搬
入
を
許
可
し
，
順

次
整
理
」
ｐ
．
１２
。 

年 度 2021 2022 2023 2024 

寄贈図書(A) 3,521 3,094 3,495 4,359 

(A)の内、市町村が

除籍(B) 
62 183 263 475 

(B)の内、資料セン

ター収蔵へ 
19 138 110 196 

都
道
府
県
立
図
書
館
の
「
県
」
域
内 

市
町
村
立
図
書
館
へ
の
図
書
資
料
の 

保
存
の
取
組
（
２
０
２
５
年
度
） 

―

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

〈
上
〉 

 

鬼
倉
正
敏 

（
事
務
局
員
） 

 

富山県立の年度別寄贈図書冊数のうち市町村の除籍によるもの、

そのうち資料センターへの収蔵冊数 
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ラ
ス
ト
ワ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、『
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
』
２

０
２
３
年
８
月
２４
日
の
記
事
で
、
県
立

図
書
館
の
書
架
の
限
界
が
迫
り
、
と
報

道
さ
れ
た
。
図
書
館
の
２
０
２
３
年
度

事
業
の
点
検
・
評
価
で
、「
参
加
館
に
対

し
て
事
務
処
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
資
料
保
存
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
正
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、

２４
年
度
で
は
搬
入
冊
数
は
減
少
し
て

い
な
い
。 

「
２
０
２
４
年
度
事
業
の
点
検
・
評

価
及
び
２
０
２
５
年
度
の
事
業
計
画

（
詳
細
）
」
の
「
拠
点
図
書
館
と
し
て
の

継
続
的
か
つ
計
画
的
な
資
料
収
集
及

び
保
存
」
の
事
業
番
号
２７
、
と
「
市
町

村
立
図
書
館
等
へ
の
支
援
（
協
力
貸
出
、

運
営
支
援
、
市
町
村
の
人
材
育
成
）
」
の

事
業
番
号
５３
、
で
「
あ
い
ち
ラ
ス
ト
ワ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
効
果
的
に
進
め

ま
す
。
」
と
あ
り
、「
継
続
実
施
」
と
な

っ
て
い
る
ｐ
．
２８
、
ｐ
．
３４
。 

 （
５
）
三
重 

「
三
重
県
立
図
書
館
資
料
収
集
方

針
」
に
定
め
は
あ
る
が
、『
図
書
館
概
要 

令
和
７
年
度
』
（
２
０
２
５
年
６
月
発

行
）
で
は
、
取
組
の
実
績
は
確
認
で
き

な
い
。 

『
三
重
県
立
図
書
館
運
営
計
画
（
令

和
７[
２
０
２
５]

年
度
～
令
和
１０[

２

０
２
８]
年
度
）
』（
２
０
２
５
年
３
月
発

行
）
で
「
方
針
１ 

三
重
県
の
中
核
図
書

館
と
し
て
資
料
の
収
集
・
保
存
に
取
り

組
み
ま
す
」「
取
組
の
方
向
性
③ 

資
料

の
保
存
と
防
災
対
策
」
で
「
収
集
し
た

資
料
を
適
切
に
保
存
す
る
た
め
の
環

境
整
備
」
と
あ
る
が
、
市
町
村
の
図
書

の
保
存
に
は
触
れ
て
い
な
い
ｐ
．
８
。 

 （
６
）
滋
賀 

『
令
和
７
年
度 

滋
賀
県
立
図
書

館
事
業
概
要
』
（
２
０
２
５
年
１２
月
発

行
）
で
は
、
ｐ
．
４６
に
「
滋
賀
県
立
図

書
館
蔵
書
構
成
方
針
」
の
「
５ 

資
料
保

存
セ
ン
タ
ー
」
の
記
載
が
あ
る
。 

ｐ
．
１０
に
は
「
Ⅳ 

令
和
６[

２
０
２

４]

年
度
事
業
実
績
」
資
料
保
存
セ
ン
タ

ー
機
能
、
市
町
立
図
書
館
の
除
籍
図
書

移
管
か
ら
の
受
入
１
，
６
４
８
冊
と
あ

る
。 

    

           

（
７
）
京
都 

２
０
０
８
年
、
京
都
府
図
書
館
等
連

絡
協
議
会
が
『
府
内
１
冊
の
み
所
蔵
図

書
の
保
存
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』、「
県
」
が
『
府
内
１
冊
所
蔵
図
書

京
都
府
立
図
書
館
移
管
要
項
』
を
策
定

と
あ
る
。 

『
事
業
概
要
（
令
和
６
年
度
の
ま
と

め
）』（
２
０
２
５
年
７
月
発
行
）
で
は

取
組
の
実
績
は
確
認
で
き
な
い
。 

 （
８
）
岡
山 

『
令
和
６
年
度 

年
報
』（
２
０
２
５
年

８
月
発
行
）
で
は
取
組
の
実
績
は
確
認

で
き
な
い
が
、
「
令
和
６
年
度
基
本
方

針
及
び
重
点
事
項
・
組
織
概
要
」
と
し

て
、
２
重
点
事
項 

基
本
的
性
格
（
５
）

「
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図

書
館
」
と
し
て
「
全
て
の
県
民
が
共
有

す
る
知
的
財
産
と
し
て
図
書
館
資
料

を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
、
後
世
に
継

承
す
る
。
県
内
公
共
図
書
館
等
か
ら
移

管
資
料
を
受
け
入
れ
、
県
域
に
お
け
る

永
続
的
活
用
を
図
る
。」
と
あ
る
ｐ
．
７
。 

 

３ 

計
画
の
あ
る
「
県
」、
あ
っ
た 

「
県
」 

 

計
画
、
方
針
な
ど
で
２
０
２
４
年
度

ま
で
は
宮
城
、
福
島
、
福
井
が
挙
げ
て

い
た
が
、
２
０
２
５
年
度
で
福
島
、
福

井
は
外
れ
、
新
た
に
愛
媛
が
加
わ
っ
た
。 

 （
１
）
宮
城 

『
第
４
期
宮
城
県
図
書
館
振
興
基
本

計
画
（
令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度
）』

（
２
０
２
３
年
３
月
発
行
）
の
９
「
施

策
の
方
向
性 

」
の
６
「
幅
広
い
資
料
の

収
集
と
適
切
な
保
管
」
に
「
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
「
県
内
最
後
の
１
冊
」

の
保
存
の
在
り
方
を
含
め
，
「
図
書
館

の
た
め
の
図
書
館
」
と
し
て
市
町
村
図

書
館
等
に
対
す
る
資
料
保
存
セ
ン
タ

ー
の
役
割
や
，
資
料
を
適
切
に
保
存
す

る
た
め
の
書
庫
の
確
保
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
あ
る
が
、

「
主
な
取
組
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

な
い
。[

該
当
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で

年度 2021 2022 2023 2024 

冊数 2,763 1,392 1,651 1,860 

年度 2021 2022 2023 2024 

冊数 1,422 721 637 1,648 

あいちラストワン・プロジェクトへの 

年度別の搬入許可冊数 

 

滋賀県立の年度別の市町立図書館の 

除籍図書移管からの受入冊数 



6 

 

き
ず 

最
終
確
認 

2
0
2

6
0

2
2

2
] 

『
要
覧 

令
和
７
年
度
』
（
２
０
２

５
年
７
月
発
行
）
の
「
Ⅳ 

令
和
６
年
度

事
業
概
況
」
の
「
施
策
の
方
向
性 

６
幅

広
い
資
料
の
収
集
と
適
切
な
保
管
」
ｐ
．

２１
お
よ
び
「
Ⅴ 
令
和
７
年
度
事
業
計

画
」
ｐ
．
３６
の
同
項
に
、
実
績
や
事
業

欄
に
記
載
は
な
い
。 

 

（
２
）
福
島 

『
福
島
県
立
図
書
館
要
覧 
２
０

２
５ 

（
令
和
７
年
）
』（
２
０
２
５
年
１０

月
２
日
一
部
修
正
）
の
「
令
和
７
年
度 

福
島
県
立
図
書
館
の
重
点
方
針
に
つ

い
て
」
ｐ
．
５
で
は
、「
資
料
保
存
の
た

め
の
分
担
や
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
関
す
る
他
県
の
状
況
等
を
調

査
し
ま
す
。
」
と
い
う
記
載
は
無
く
な

っ
て
い
る
。 

『
福
島
県
立
図
書
館
要
覧 

２
０

２
４
（
令
和
６
年
）
』（
２
０
２
４
年
８

月
７
日
一
部
修
正
）「
令
和
６
年
度 

福

島
県
立
図
書
館
の
重
点
方
針
に
つ
い

て
」
の
ｐ
．
６
に
「
市
町
村
（
図
書
館
・

公
民
館
等
）
を
支
え
る
図
書
館
」
で
あ

る
た
め
に
」
の
項
目
と
し
て
あ
っ
た
。

同
項
は
、「
令
和
４
年
度 

福
島
県
立
図

書
館
の
重
点
方
針
に
つ
い
て
」（
『
福
島

県
立
図
書
館
要
覧 

２
０
２
２
（
令
和

４
年
）
』
が
初
出
で
、
記
載
が
続
け
ら
れ

て
い
た
。 

 （
３
）
福
井 

 

『
福
井
県
立
図
書
館
年
報 

令
和

７
年
度
（
令
和
６
年
度
事
業
実
績
）
』

（
２
０
２
５
年
１１
月
発
行
）「
１ 

令

和
７
年
度
運
営
基
本
方
針
」
の
「（
２
）

他
機
関
と
の
連
携
」
ｐ
．
１
で
は
、「
県

下
で
残
す
べ
き
資
料
を
県
立
図
書
館

で
保
存
す
る
計
画
（
リ
ポ
ジ
ト
リ
機
能
）

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
」
と
い
う
記

載
は
無
く
な
っ
て
い
る
。 

前
年
の
『
福
井
県
立
図
書
館
年
報 

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
度
事
業
実

績
）
』
（
２
０
２
４
年
１０
月
発
行
）「
１ 

令
和
６
年
度
運
営
基
本
方
針
」
「
（
２
）

他
機
関
と
の
連
携
」「
① 

図
書
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
拡
大
」』
ｐ
．
１
に

項
目
と
し
て
あ
っ
た
同
項
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
あ
る
最
も
古
い
年

報
の
『
令
和
３
年
度
』
か
ら
掲
載
さ
れ

て
い
た
。 

 （
４
）
愛
媛 

 

『
要
覧 

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５

年
度
）
』（
２
０
２
５
年
８
月
発
行
）「
Ⅴ
． 

令
和
７
年
度
の
図
書
館
運
営
」
の
「
２ 

重
点
目
標
」
の
「(

４) 

市
町
立
図
書
館

等
へ
の
支
援
と
連
携
強
化
」
の
５
項
目

の
一
つ
と
し
て
「
適
正
な
蔵
書
管
理
を

図
る
た
め
、
市
町
立
図
書
館
等
と
の
連

携
に
よ
る
蔵
書
の
共
同
保
存
や
分
担

保
存
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
」
が
初

出
さ
れ
た
ｐ
．
１２
。 

〈
上
〉
終
わ
り 

 

 

▲
第
３
回
多
摩
地
域
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン

講
座
の
進
行
状
況 

受
講
者
は
、
全
員
が
多
摩
地
域
の
公

立
図
書
館
で
働
く
方
。
９
月
か
ら
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
、
１１
の
講
義
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
各
々
が
図
書
館
で
実
現
し
た

い
企
画
を
練
っ
て
発
表
す
る
こ
と
を

１
月
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
っ
た
。
図
書
館

に
持
ち
込
む
創
意
工
夫
あ
る
提
案
が

出
さ
れ
た
。
楽
し
ん
で
勉
強
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
？
今
は
２
月
末
を
締
切

に
、
終
了
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
中
。 

 ▲
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
一
括
処
理
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
学
習
会 

多
摩
地
域
の
所
蔵
自
治
体
数
を
ま

と
め
て
調
べ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
活

用
を
学
び
、
経
験
を
共
有
す
る
実
践
講

座
を
館
長
会
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
と
準

備
中
。
職
員
の
方
に
は
、
ま
も
な
く
。 

 ▲
都
立
中
央
図
書
館
の
移
転
・
再
整
備

は
ど
う
進
む
か
？ 

渋
谷
区
神
宮
前
へ
の
移
転
が
発
表

さ
れ
、
都
の
パ
ブ
コ
メ
が
昨
年
初
め
行

わ
れ
、
多
摩
デ
ポ
は
意
見
を
出
し
た
。

「
新
た
な
都
立
中
央
図
書
館
整
備
に

係
る
有
識
者
会
議
」
が
発
足
し
、
７
月
、

１２
月
、
今
年
２
月
と
会
議
が
開
催
さ
れ

た
が
、
議
題
や
議
事
録
の
公
表
が
遅
れ

て
い
る
。
ど
う
す
る
か
思
案
中
。 

▲
多
摩
デ
ポ
２
０
２
６
年
度
通
常
総
会

は
、
５
月
２４
日
（
日
）
調
布
で
開
催

と
決
定 

議
案
書
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
の
参
加
を
予
定
し
て
下
さ
い
。 

          

▼
多
摩
デ
ポ
の
活
動
は
会
費
と
寄
付

で
支
え
ら
れ
ま
す
。
ご
入
会
・
ご
寄
付

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

会
費
未
納
の
方
に
は 

振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。 

   

★
会
の
現
勢 

 
 
 
 

 

２
０
２
６
年
２
月
２０
日
現
在 

 

●
正
会
員 

 
 

 
 

（
個
人 

７８
名
） 

 
 

 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 

●
賛
助
会
員 

 
 

 
 

（
個
人 

２３
名
） 

 
 

 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 

●
年
会
費 

正
会
員 

 
 

 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口 

二
千
円 

活
動
の
近
況
報
告 

 


